
おごおり市議会だより

2

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
市
政
に
関
す
る

請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
、
付
託
さ
れ
た
保
健
福
祉
常
任

委
員
会
は
、
紹
介
議
員
、
請
願
者
及
び
執
行

部
か
ら
説
明
を
受
け
、
審
査
し
た
結
果
、
賛

成
少
数
に
よ
り
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
終
日
の
全
議
員
に
よ
る
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
議
長
は
市
長
に
対
し
請
願

の
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
よ
う
申
し
入
れ

ま
し
た
。

　

加
地
市
長
が
平
成
29
年
５
月
に

就
任
さ
れ
、
三
国
幼
稚
園
の
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
再
度
検

討
す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
今

後
の
方
針
を
お
尋
ね
し
て
も
市
か

ら
の
回
答
は
得
ら
れ
ず
、
情
報
提

供
も
な
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
突
然
、
平
成
30
年

10
月
１
日
号
の
広
報
紙
に
三
国
幼

稚
園
の
休
園
、
統
合
の
正
式
な
決

定
と
統
合
後
の
小
郡
幼
稚
園
園
児

募
集
内
容
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
前
の
方
針
を
再
考
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
保
護
者
は
三
国
幼
稚

園
が
存
続
す
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
し
た
。
判
断
の
先
延
ば
し
や

説
明
不
足
に
よ
り
混
乱
を
招
い
た

こ
と
に
つ
い
て
反
省
す
る
と
と
も

に
、
市
の
責
任
に
お
い
て
具
体
的

な
救
済
策
を
示
す
べ
き
で
あ
る
と

の
立
場
か
ら
、
今
回
の
請
願
に
つ

い
て
は
賛
成
し
ま
す
。

　

小
郡
幼
稚
園
入
園
希
望
者
に
対

し
て
混
乱
を
招
き
、
不
安
や
不
利

益
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
し
っ
か

り
と
謝
罪
し
責
任
を
負
う
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
請
願
事
項
の
「
統
合

初
年
度
の
み
年
中
児
童
（
４
歳

児
）
を
全
員
受
け
入
れ
、
２
年
保

育
を
保
証
す
る
」
と
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
こ
の
時
点
で
の
判
断
は
、

大
変
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
全
員

を
受
け
入
れ
る
に
は
、
財
政
面
や

人
員
の
確
保
に
課
題
が
多
く
、
責

任
あ
る
判
断
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
２
年
の
間
に
は
、
統
合
を
前
提

に
進
路
を
決
定
さ
れ
た
方
も
お
ら

れ
る
で
し
ょ
う
し
、
抽
選
事
項
を

差
し
戻
す
こ
と
は
、
今
後
に
与
え

る
影
響
も
大
き
い
た
め
、
今
回
の

請
願
に
つ
い
て
は
反
対
し
ま
す
。

　

三
国
幼
稚
園
の
休
園
、
統
合
の
正
式

な
決
定
と
統
合
後
の
小
郡
幼
稚
園
園
児

募
集
内
容
が
小
郡
市
民
に
初
め
て
公
表

さ
れ
た
の
は
平
成
30
年
10
月
１
日
の
広

報
で
し
た
。
そ
し
て
願
書
受
付
は
同
月

25
、
26
日
で
し
た
。
そ
の
上
、
定
員

オ
ー
バ
ー
に
な
っ
た
た
め
、
抽
選
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
保
護
者
の
混
乱
、

精
神
的
経
済
的
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
原
因
は
、
市

側
に
よ
る
三
国
幼
稚
園
休
園
と
小
郡
幼

稚
園
統
合
後
の
計
画
案
の
情
報
開
示
と

説
明
の
遅
さ
や
対
応
の
不
十
分
さ
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
「
統
合
初
年
度
の
み
年

中
児
童
（
４
歳
児
）
を
全
員
受
け
入
れ
、

２
年
保
育
を
保
証
す
る
」
こ
と
を
請
願

し
ま
す
。

今
回
の
請
願
の
趣
旨

　

平
成
28
年
度
に
は
、
小
郡

市
の
公
立
幼
稚
園
（
小
郡
・

三
国
）
に
つ
い
て
、
平
成
31

年
度
か
ら
小
郡
幼
稚
園
に
統

合
し
、
三
国
幼
稚
園
は
休
園

す
る
こ
と
。
ま
た
、
統
合
に

伴
い
、
３
年
保
育
、
預
か
り

保
育
を
実
施
し
、
三
国
幼
稚

園
周
辺
か
ら
の
送
迎
バ
ス
を

３
年
間
の
時
限
措
置
と
し
て

実
施
す
る
と
い
う
市
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て

　

市
政
等
に
つ
い
て
、
意
見

や
要
望
が
あ
る
場
合
、
ど
な

た
で
も
直
接
市
議
会
に
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
議
員
の
紹
介

が
あ
る
も
の
を
「
請
願
」
と

い
い
、
定
例
会
で
審
議
の
結

果
、
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
採
択
し
、

必
要
な
対
応
を
行
う
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
を
請
願
者
に

通
知
し
ま
す
。

　

今
回
の
「
請
願
」
は
、
市

に
対
す
る
も
の
で
、
採
択
後
、

市
及
び
議
会
は
そ
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

請
願
と
は･･･

請願（平成31年度小郡幼稚園入園に関する請願書）を採択！！

賛
成
討
論

反
対
討
論

今回の請願は、採決の前に賛成・反対の立場からそれぞれ３名の議員が討論を
行いました。その主なものを紹介します。
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８
月
７
日
に
埼
玉
県
所
沢
市
、

８
日
に
静
岡
県
掛
川
市
を
視
察
し

ま
し
た
。

　
所
沢
市
は
、
人
口
約
34
万
４
千

人
、
面
積
72
・
11
平
方
キ
ロ
。

　

平
成
21
年
に
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
、
そ
の
後
、
条
例
に
基
づ

き
様
々
な
改
革
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

所
沢
市
は
、
首
都
圏
と
隣
接
し

た
立
地
で
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
や

多
く
の
人
材
が
居
住
し
て
い
る
地

域
で
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
好
環
境

を
活
か
し
た
議
会
運
営
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
地
方

自
治
法
１
０
０
条
の
２
の
専
門
的

知
見
を
活
用
し
た
調
査
委
託
を

行
っ
て
お
り
、
市
内
に
キ
ャ
ン
パ

ス
を
有
す
る
大
学
と
市
議
会
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
や
、
大

学
の
先
生
な
ど
、
専
門
的
知
見
を

有
す
る
委
員
を
中
心
と
し
た
常
設

型
の
附
属
機
関
で
あ
る
政
策
研
究

審
議
会
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

所
沢
市
議
会
で
は
、
こ
の
政
策

研
究
審
議
会
を
軸
に
政
策
形
成
体

制
を
作
り
上
げ
て
お
り
、
今
回
調

査
し
た
政
策
討
論
会
は
、
こ
の
政

策
形
成
サ
イ
ク
ル
の
一
つ
と
し
て

組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
政
策
討

論
会
は
、
政
策
立
案
・
政
策
提
言

を
積
極
的
に
行
う
た
め
に
、
１
つ

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
議
員
間
討
議

を
行
い
、
市
民
公
開
の
場
で
討
論

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

掛
川
市
は
、
人
口
約
11
万
７
千

人
、
面
積
２
６
５
・
63
平
方
キ
ロ
。

　

平
成
25
年
に
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
、
同
年
10
月
か
ら
議
会
報

告
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

掛
川
市
議
会
に
お
い
て
は
、
議

会
報
告
会
と
政
策
討
論
会
は
連
動

し
て
お
り
、
幹
事
会
で
設
定
さ
れ

た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
市
内
９
か
所

で
行
う
議
会
報
告
会
で
得
た
市
民

の
意
見
を
整
理
し
、
そ
の
後
、
全

議
員
に
よ
る
政
策
討
論
会
に
お
い

て
合
意
形
成
で
き
た
内
容
を
市
長

へ
提
言
す
る
と
い
う
流
れ
が
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
報
告
会
は
、
約
６
０
０
名

の
市
民
が
参
加
さ
れ
、
政
策
討
論

会
を
経
て
行
わ
れ
る
市
長
へ
の
提

言
も
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
政

策
立
案
に
向
け
て
、
市
民
主
体
で

市
民
参
加
型
の
体
制
が
し
っ
か
り

と
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
６
日
に
神
奈
川
県
海
老
名

市
、
７
日
に
茨
城
県
常
総
市
を
視

察
し
ま
し
た
。

　

海
老
名
市
で
は
、
「
部
活
動
の

改
革
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
人
口
約
13
万
２
千
人
、
面

積
26
・
59
平
方
キ
ロ
。

　

中
学
校
の
部
活
動
は
、
近
年
、

勝
利
至
上
主
義
に
偏
っ
た
指
導
や
、

指
導
に
あ
た
る
教
員
の
時
間
的
、

精
神
的
負
担
の
増
大
な
ど
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
海
老
名
市
で
は

全
国
に
先
駆
け
て
部
活
動
改
革
に

取
り
組
み
、
平
成
29
年
５
月
に
生

徒
、
教
員
双
方
に
と
っ
て
望
ま
し

い
部
活
動
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

部
活
動
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
委
員
は
、
教
育
委
員
会
、

中
学
校
、
整
形
外
科
医
、
外
部
指

導
者
な
ど
の
代
表
14
名
で
構
成
さ

れ
、
７
回
の
会
議
を
経
て
海
老
名

市
部
活
動
方
針
を
決
定
し
、
平
成

30
年
４
月
か
ら
は
そ
の
方
針
に
基

づ
い
て
部
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

海
老
名
市
に
お
け
る
特
徴
的
な

取
り
組
み
は
、
医
療
と
の
連
携
で

す
。
整
形
外
科
医
や
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ナ
ー
に
よ
り
医
学
的
見
地
か

ら
も
指
導
が
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

障
害
の
予
防
な
ど
、
安
全
や
健
康

に
配
慮
し
た
部
活
動
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

常
総
市
で
は
、
「
災
害
時
の
対

応
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
人
口
約
６
万
３
千
人
、
面
積

１
２
３
・
64
平
方
キ
ロ
。

　

常
総
市
は
、
平
成
27
年
９
月
に

発
生
し
た
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害

に
お
い
て
、
市
内
を
流
れ
る
鬼
怒

川
の
堤
防
が
約
２
０
０
ｍ
に
わ
た

っ
て
決
壊
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
市
全
体
の
約
３
分
の
１
が
浸

水
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
被
害
を
受

け
、
避
難
者
は
６
千
人
を
超
え
ま

し
た
。
こ
の
被
害
に
対
す
る
対
応

の
問
題
点
か
ら
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
及
び
家
屋
倒
壊
危
険
区
域
の
公

表
と
住
民
へ
の
周
知
及
び
訓
練
の

実
施
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
整
備
と

そ
れ
に
基
づ
く
訓
練
の
実
施
、
災

行
政
視
察
報
告

議
会
運
営
委
員
会

政
策
討
論
会
に
つ
い
て

部
活
動
の
改
革

総
務
文
教
常
任
委
員
会

災
害
時
の
対
応

▲部活動の改革について（海老名市）
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害
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
さ
ら

に
は
電
柱
へ
の
想
定
浸
水
値
の
表

示
な
ど
新
た
な
防
災
・
減
災
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
特
に
注
目
す
べ
き

点
は
、
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
を

発
令
す
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定

で
す
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
い
う
、

避
難
に
直
結
す
る
情
報
提
供
の
流

れ
を
関
係
機
関
が
共
有
し
、
全
体

の
流
れ
を
分
か
り
や
す
く
示
し
た

時
系
列
チ
ャ
ー
ト
の
作
成
は
、
次

に
行
う
べ
き
行
動
が
わ
か
り
や
す

く
、
情
報
の
共
有
に
有
効
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
に
奈
良
県
生
駒
市
、

31
日
に
愛
知
県
東
海
市
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

生
駒
市
で
は
、
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
に
つ
い
て

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
人
口
約
12

万
人
、
面
積
53
・
15
平
方
キ
ロ
。

　

生
駒
市
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
の
た
め
に
、
ま
ず
庁

内
に
副
市
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た

「
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
」
を

設
置
し
、
庁
内
部
課
横
断
的
な
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
ケ
ア
会
議
は
、
多

職
種
の
連
携
に
よ
り
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
質
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
個
別
ケ
ー
ス
の
課
題
分
析

等
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
地
域
の

課
題
発
見
、
地
域
に
必
要
な
社
会

資
源
の
開
発
や
地
域
づ
く
り
、
さ

ら
に
は
政
策
形
成
に
つ
な
げ
て
お

り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

実
現
に
向
け
た
重
要
な
ツ
ー
ル
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

総
合
事
業
の
中
で
要
支
援
認
定

者
や
事
業
対
象
者
に
対
し
、
「
介

護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

介
護
予
防
の
必
要
性
に
応
じ
て
様

々
な
事
業
を
行
う
こ
と
で
、
約
７

割
の
方
が
一
般
介
護
事
業
や
セ
ル

フ
ケ
ア
に
移
行
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
人
も
取
り
残
さ
な
い
と
の
担

当
者
の
熱
い
思
い
と
多
岐
に
わ
た

る
地
道
な
取
り
組
み
が
要
介
護
認

定
率
低
減
を
成
し
遂
げ
て
い
る
と

実
感
し
ま
し
た
。

　

東
海
市
で
は
、
「
放
課
後
子
ど

も
総
合
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
人
口
約
11
万
５

千
人
、
面
積
43
・
43
平
方
キ
ロ
。

　

東
海
市
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
で
安
心
な
居
場
所
の
提
供
と
多

様
な
体
験
活
動
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
の
健

全
育
成
を
図
る
た
め
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
に
よ
る
学
校

施
設
を
利
用
し
た
公
設
公
営
で
あ

り
、
す
べ
て
学
校
施
設
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
図
書
室
や

生
活
科
ル
ー
ム
等
を
利
用
し
、
登

録
数
、
利
用
数
の
増
加
に
伴
い
、

さ
ら
に
普
通
教
室
の
利
用
も
検
討

に
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、

地
域
の
人
材
を
活
用
し
た
体
験
教

室
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
等
を

行
い
、
希
望
者
は
、
誰
で
も
無
料

で
参
加
で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
連
携
は
、
双
方
の

指
導
員
の
兼
務
が
可
能
で
あ
り
、

両
者
の
情
報
共
有
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
の
経
験
等
は
相
互
の
活
動
に

生
か
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
子

ど
も
が
安
心
し
て
参
加
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

10
月
30
日
に
千
葉
県
船
橋
市
、

31
日
に
岩
手
県
奥
州
市
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

船
橋
市
で
は
、
「
公
共
交
通
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
人
口
約
63
万
６
千
人
、

面
積
85
・
62
平
方
キ
ロ
。

　

「
交
通
不
便
地
域
の
解
消
」

「
公
共
交
通
の
利
用
促
進
」
「
交

通
不
便
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能

な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及

び
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
利
用

者
等
の
増
加
」
を
目
標
に
掲
げ
、

平
成
22
年
２
月
に
船
橋
市
地
域
公

共
交
通
総
合
連
携
計
画
を
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

公
共
交
通
不
便
地
域
の
解
消
事

業
で
は
、
住
民
、
バ
ス
事
業
者
及

び
行
政
の
３
者
が
共
同
で
新
規
バ

ス
路
線
の
導
入
を
検
討
し
た
う
え

で
、
試
験
運
行
を
行
い
、
収
支
率

が
50
％
に
届
か
な
い
場
合
は
、
地

域
住
民
と
十
分
協
議
を
さ
れ
運
行

を
休
止
す
る
と
い
う
対
応
が
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
（
通
称
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
）
は
平
成
22
年
か
ら
24
年

ま
で
４
地
区
で
試
験
運
行
さ
れ
た

保
健
福
祉
常
任
委
員
会

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン

公
共
交
通
の
取
り
組
み

▲災害時の対応について（常総市）

▲地域包括ケアシステムの構築について
　（生駒市）

▲放課後子ども総合プランについて
　（東海市）

都
市
経
済
常
任
委
員
会
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よ
う
で
す
が
、
船
橋
市
に
は
な
じ

ま
ず
、
休
止
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

奥
州
市
で
は
、
「
地
域
６
次
産

業
化
の
推
進
」
に
つ
い
て
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
人
口
約
11
万
７
千

人
、
面
積
９
９
３
・
３
平
方
キ
ロ
。

　

奥
州
市
に
お
け
る
６
次
産
業
化

の
目
的
は
、
基
幹
産
業
の
農
業
を

基
軸
に
、
異
業
種
産
業
と
の
連
携

に
よ
り
農
林
畜
産
物
等
の
高
付
加

価
値
化
を
図
り
、
新
し
い
内
発
型

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
と
地
域

可
能
性
を
広
げ
地
域
ぐ
る
み
で
産

業
を
振
興
す
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。

　

平
成
25
年
度
に
奥
州
市
地
域
６

次
産
業
化
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
チ
ー
ム

を
設
置
さ
れ
、
民
間
の
発
想
を
活

か
し
、
従
来
の
市
が
策
定
し
て
い

た
計
画
の
体
裁
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
の
な
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
目
指
し
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
及
び
ト
ラ
イ
ア

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
協
議
を

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
合
計
15
回
の

会
議
を
経
て
、
平
成
27
年
１
月
に

第
１
次
奥
州
地
域
６
次
産
業
化
ビ

ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
に
は
奥
州

市
地
域
６
次
産
業
化
推
進
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
２
年
間
で
推
進
チ
ー

ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
16
回
開
催
し
、

平
成
29
年
３
月
に
は
第
２
次
奥
州

市
地
域
６
次
産
業
化
ビ
ジ
ョ
ン
が

策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
の
基
幹
産
業
が
農
業
で
あ
る

と
い
う
意
識
を
強
く
持
ち
、
１
次

産
業
の
振
興
は
当
然
の
こ
と
、
よ

り
付
加
価
値
の
高
い
６
次
産
業
へ

ど
の
よ
う
に
結
び
付
け
て
い
く
の

か
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

発
達
障
害
を
早
期
に
発
見
し
、

発
達
支
援
を
行
う
た
め
の
「
発
達

障
害
者
支
援
法
」
の
施
行
か
ら
15

年
以
上
を
へ
て
、
こ
の
間
、
発
達

障
害
に
対
す
る
認
知
と
理
解
は
高

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
近
年
全
国

的
に
、
乳
幼
児
健
診
や
発
達
検
診

の
充
実
に
よ
り
、
発
達
に
気
が
か

り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
児
童
の
早

期
発
見
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
保
護
者
に
対
す
る
支

援
策
は
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ず
、

今
後
行
政
と
し
て
子
育
て
に
不
安

を
抱
え
る
保
護
者
に
寄
り
添
う
支

援
の
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
、
今
後
も
し
っ
か

り
と
課
題
に
目
を
向
け
、
保
護
者

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

基
調
講
演
「
地
域
共
生
社
会
を

ど
う
つ
く
る
か
～
２
０
４
０
年
を

越
え
る
自
治
体
の
か
た
ち
」
な
ら

び
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

及
び
課
題
討
議
「
議
会
と
住
民
の

関
係
に
つ
い
て
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
さ
ら
な
る
高

齢
化
を
迎
え
る
２
０
４
０
年
問
題

に
対
し
、
自
治
体
が
生
き
残
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
て
現
実
化
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は

政
治
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
及
び
課
題
討
議
で
は
、
議

会
と
市
民
と
の
距
離
を
縮
め
る
方

策
に
つ
い
て
、
様
々
な
取
り
組
み

事
例
を
も
と
に
意
見
交
換
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
聴
く

た
め
に
、
議
会
が
ど
の
よ
う
に
動

く
べ
き
な
の
か
、
様
々
な
ヒ
ン
ト

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

７
月
豪
雨
、

　
消
防
団
の
献
身
的
活
動
に
感
謝

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

11
月
21
日
、
総
務
文
教
常
任
委

員
会
は
、
７
月
６
～
７
日
の
豪
雨

時
に
お
け
る
小
郡
市
消
防
団
各
分

団
の
活
動
状
況
お
よ
び
課
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
主
な

点
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
各
分
団
は
、
道
路
冠
水
、
が
け

崩
れ
等
の
危
険
個
所
の
見
回
り
を

行
い
、
進
入
車
の
誘
導
等
を
行
っ

た
。
②
希
み
が
丘
か
ら
基
山
の
３

号
線
へ
の
道
は
、
迂
回
し
て
き
た

車
で
大
渋
滞
し
た
。
近
隣
自
治
体

と
連
携
し
て
道
路
冠
水
、
通
行
可

能
な
道
路
を
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
望
ま
れ
る
。
③
土
の
う

搬
送
車
の
た
め
の
赤
色
灯
が
必
要
。

ま
た
、
降
雨
時
、
少
人
数
で
の
土

の
う
作
成
は
難
し
く
、
備
蓄
し
て

お
く
こ
と
を
検
討
す
る
べ
き
。
④

無
線
機
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
増
設
必
要
。

⑤
行
政
区
自
主
防
災
組
織
の
充
実

が
い
よ
い
よ
重
要
で
あ
る
。

　

日
中
、
団
員
が
集
ま
ら
な
い
中
、

市
民
の
安
全
確
保
に
懸
命
に
努
め

ら
れ
た
消
防
団
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

消
防
団
と
の
意
見
交
換
会

地
域
６
次
産
業
化
の
推
進

▲公共交通の取り組みについて
　（船橋市）

▲地域６次産業化の推進について
　（奥州市）

議
員
研
修
会

【
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
企
画
】

（
研
修
テ
ー
マ
）

乳
幼
児
健
診
、
発
達
に
気
が
か

り
の
あ
る
子
の
保
護
者
支
援

（
講
師
）　

九
州
産
業
大
学　
人
間
科
学
部

子
ど
も
教
育
学
科　

堀
内
ゆ
か
り
先
生

全
国
市
議
会
議
長
会

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
11
月
14
日
～
15
日
：
宇
都
宮
市
）
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